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日本酒を愛する人の 

かすが会ニュース 

平成 30年度 

第２回例会 

（報告）  
 

                   

平
成
30
年
８
月
５
日
（
日
）
14
時
か
ら
、

我
孫
子
の
老
舗
割
烹 

鈴
木
屋
本
店
に
お

い
て
58
名
の
参
加
者
を
得
て
平
成
30
年

度
第
２
回
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
「
蔵
元
が
薦
め
る
冷
た
い
お
酒
と
句

料
理
の
コ
ラ
ボ
を
楽
し
む
」
と
し
て
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
出
品
酒
は
１５
点
（
下
写
真
）

で
、
試
飲
の
感
想
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
参
加
蔵
元
は
、
写
真
右
側
か

ら
李
白
酒
造
（
島
根
）
藤
井
直
ニ
郎
常
務
、

出
羽
桜
酒
造
（
山
形
）
仲
野 

賢
社
長
室

長
兼
営
業
部
長
で
し
た
。 

当
日
の
料
理
（
左
写
真
）
は
、 

「
先
付
二
種
」
豆
乳
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

寄
せ
（
酒
盗
掛
け
叩
き
オ
ク
ラ
）
、
冷
や

し
煮
物
焚
き
合
せ
（
鶏
そ
ぼ
ろ
、
南
瓜
、

小
芋
、
茄
子
、
青
味
） 

「
お
造
り
」
叩
き
鮪
と
ア
ボ
ガ
ド
の
博

多
（
ス
プ
ラ
ウ
ト
、
山
葵
、
黄
身
醤
油
） 

「
焼
物
」
鰯
と
夏
野
菜
の
ア
ン
チ
ョ
ビ

チ
ー
ズ
焼
（
ト
マ
ト
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
米

茄
子
、
じ
ゃ
が
い
も
） 

「
冷
し
鉢
」
冷
し
鶏
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
サ
ラ
ダ
仕
立
て
（
玉
葱
、
パ
プ
リ
カ
、

人
参
、
西
洋
パ
セ
リ
） 

「
蒸
物
」
鰻
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茶
碗
蒸

し
（
吉
野
餡
、
山
葵
） 

「
揚
物
」
鯖
の
竜
田
揚
げ
（
青
葱
、
絞
り

生
姜
） 

で
し
た
。 

かすが会     春日や 

金子会長     中村社長 
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か
す
が
会
は
昭
和
５３
年
に
発

足
創
立
し
、
今
年
は
４０
周
年
を
迎

え
ま
す
。 

 
発
足
の
経
緯
は
４
頁
の
金
子

会
長
の
ご
挨
拶
に
詳
し
い
の
で

ご
覧
下
さ
い
。 

 

当
会
顧
問
の
内
山
先
生
に
依

れ
ば
、
バ
ブ
ル
期
等
に
ス
タ
ー
ト

し
た
数
有
る
お
酒
の
愛
好
会
も

今
で
は
解
散
し
た
も
の
が
多
く
、

途
切
れ
る
事
無
く
安
定
し
て
４０

年
間
も
開
催
を
続
け
て
い
る
会

は
非
常
に
稀
な
存
在
と
の
事
で

す
。 

 

か
す
が
会
が
無
事
に
４０
周
年
を
迎
え

る
事
が
出
来
た
の
は
、
関
係
す
る
皆
様
方

の
貴
重
な
ご
協
力
と
、
役
員
を
は
じ
め
会

員
の
皆
様
の
努
力
の
お
陰
で
あ
り
、
こ
こ

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

４０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
感
謝
の

念
を
込
め
て
、
記
念
事
業
を
実
施
す
る
事

に
致
し
ま
し
た
。 

 

１
、
４０
周
年
記
念
式
典
の
挙
行 

 

１１
月
１８
日
に
予
定
し
て
い
た
第
３
回

例
会
に
代
わ
り
、
「
４０
周
年
記
念
式
典
と

懇
親
会
」
を
挙
行
致
し
ま
す
。 

 

式
典
で
は
会
員
蔵
元
や
ご
協
力
頂
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
状
と
記
念
品

の
贈
呈
、
一
般
会
員
の
参
加
者
に
は
記
念

品
を
贈
呈
、
懇
親
会
で
は
４０
周
年
に
相
応

し
い
蔵
元
自
慢
の
お
酒
を
出
品
し
て
頂

き
、
参
加
者
全
員
で
祝
杯
を
挙
げ
る
事
に

し
て
い
ま
す
。 

 

２
、
記
念
誌
「
酔 

宵 

良
」
の
発
行 

 

１０
年
の
区
切
毎
に
発
行
し
て
来
た
記

念
誌
「
酔 

宵 

良
」
を
４０
周
年
で
も
発
行

し
、
式
典
当
日
参
加
の
皆
様
に
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

 

か
す
が
会
の
こ
の
１０
年
間
の
歩
み
を

記
録
と
し
て
残
し
た
い
と
考
え
て
、
現
在

鋭
意
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

３
、
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
上
げ 

 

現
在
は
㈱
春
日
や
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
一
角
を
お
借
り
し
て
、
か
す
が
会
の
簡

単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い
ま

す
が
、
更
に
内
容
を
充
実
し
て
本
格
的
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
上
げ
る
べ
く
、
現
在

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

か
す
が
会
の
Ｐ
Ｒ
に
留
ま
ら
ず
、
広
く

日
本
酒
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
興
味
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
内
容
に
し
よ
う
と
、 

大
野
幹
事
を
中
心
に
鋭
意
努
力
中
で
す
。 

 

間
に
合
え
ば
式
典
当
日
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
概
要
を
ご
披
露
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
４０
周
年
記
念

式
典
に
ご
参
加
の
上
、
共
に
祝
杯
を
挙
げ

て
頂
き
た
く
、
役
員
一
同
準
備
万
端
整
え

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

         

かすが会４０周年記念式典＆懇親会 

 

10周年記念誌 

平成元年 6月発行 
20周年記念誌 

平成１０年６月発行 

３０周年記念誌 

平成 20年３月発行 

第 2 回例会「印象に残った出品酒や料理とのマッチングについての感想など」アンケート集計（３Ｐ） 
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か
す
が
会
発
足
４０
周
年
を
迎
え
て 

 
 

 

か
す
が
会
会
長 

金
子
昌
也 

 
 

 

か
す
が
会
発
足

４０
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
会
員

の
皆
様
、
そ
し
て

各
蔵
元
様
、
又
関

係
者
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

思
え
ば
４０
年
前
は
全
国
の
地
酒
に
関

し
て
一
般
の
消
費
者
は
あ
ま
り
興
味
の

無
い
時
代
で
し
た
。 

剣
菱
・
大
関
・
黄
桜
・
松
竹
梅
等
の
大

手
蔵
元
の
お
酒
が
主
流
で
、
偶
々
私
の
住

ま
い
の
近
く
の
酒
屋
さ
ん
に
若
鶴
の
２

級
酒
が
有
り
、
予
約
し
て
入
手
し
家
で
は

毎
日
常
温
で
飲
む
日
々
で
し
た
。 

 

丁
度
そ
の
頃
、
会
社
の
先
輩
か
ら
我
孫

子
の
国
道
６
号
線
沿
い
に
酒
販
店
で
少

し
変
わ
っ
た
店
が
有
る
の
で
、
一
緒
に
行

っ
て
み
よ
う
と
誘
わ
れ
て
訪
問
し
ま
し

た
。 

 

お
店
に
は
見
た
事
も
聞
い
た
こ
と
も

無
い
日
本
酒
が
ず
ら
り
。 

そ
れ
が
「
春
日
や
」
故
中
村
国
夫
会
長

と
の
最
初
の
出
会
い
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

お
茶
を
頂
き
な
が
ら
お
店
の
中
に
有

る
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
の
地
酒
談
義
、
地
酒

に
対
す
る
熱
意
と
情
熱
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。 

 

私
は
し
っ
か
り
感
動
し
、
又
不
思
議
な

魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
お
店
を
後
に
し

た
の
が
つ
い
最
近
の
様
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
後
現
名
誉
会
長
森
口
嘉
雄
さ
ん

も
共
感
さ
れ
、
一
般
消
費
者
が
集
ま
っ
て

微
力
な
が
ら
「
春
日
や
」
を
応
援
し
、
我
々

も
美
味
し
い
お
酒
を
楽
し
も
う
と
の
目

的
か
ら
、
森
口
会
長
を
中
心
に
昭
和
５３
年

に
発
足
し
た
の
が
「
か
す
が
会
」
で
す
。 

 

し
か
し
、
中
々
会
員
が
集
ま
ら
ず
、
暫

く
し
て
か
ら
の
第
１
回
の
集
ま
り
を
我

孫
子
の
「
み
ち
く
さ
」
と
い
う
お
店
で
行

い
ま
し
た
。 

 

小
泉
武
夫
先
生
（
当
時
東
京
農
大
助
教

授
）
、
穂
積
忠
彦
先
生
（
酒
、
評
論
家
）
、

梁
取
三
義
先
生
（
作
家
、
日
本
酒
の
会
会

長
）
、
春
日
や
中

村

国

夫

社

長

（
当
時
）
等
を

ご
招
待
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、

参
加
者
は
総
勢

１３

～

１４

名
で

し
た
。 

 

そ
の
後
先
輩
役
員
、
各
蔵
元
、
会
員
の

皆
様
達
の
会
に
対
す
る
熱
意
と
努
力
、
又

春
日
や
、
内
山
先
生
、
鈴
木
屋
さ
ん
等
の

大
い
な
る
応
援
も
有
り
、
現
在
の
「
か
す

が
会
」
が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

振
り
返
れ
ば
辛
か
っ
た
事
、
楽
し
か
っ

た
事
が
沢
山
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
大
き

な
問
題
も
無
く
無
事
に
４０
周
年
迎
え
る

事
が
出
来
た
事
は
、
非
常
に
嬉
し
い
限
り

で
す
。 

 

素
晴
ら
し
い
日
本
酒
と
の
出
会
い
、
又

素
晴
ら
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
、
こ
れ
が

私
た
ち
の
大
き
な
財
産
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
春
日
や
中
村
社
長
や
各

蔵
元
様
、
そ
し
て
会
員
、
関
係
者
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
、
役
員
一
同
「
か
す
が
会
」

を
益
々
発
展
さ
せ
て
行
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

最
後
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
御
礼
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
成
３１
年
度
か
す
が
会
日
程 

総
会
・
第
１
回
例
会 

・
４
月
１４
日
（
日
） 

・
テ
ー
マ
搾
り
た
て
の
新
酒
を
楽
し
む 

第
２
回
例
会 

・
８
月
４
日
（
日
） 

・
テ
ー
マ 

未
定 

第
３
回
例
会 

 

・
１１
月
１７
日
（
日
） 

 

・
テ
ー
マ 

未
定 

会
場
は
全
て
「
鈴
木
屋
」 

開
始
時
間
は
全
て
「
１４
時
開
始
」 

 

か
す
が
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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８
月
例
会
の
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
ア
ッ
プ
し
、
ＨＰ
か
ら
リ
ン
ク
を
貼
り

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

 

編 

集 

後 

記 

 

年
々
厳
し
く
に
な
る
気
候
の
変
化
で

今
年
は
猛
暑
に
続
き
多
く
の
台
風
が
大

荒
れ
と
な
り
、
記
録
的
な
強
風
や
豪
雨
に

依
る
被
害
が
各
地
で
発
生
、
犠
牲
者
も
多

く
心
傷
む
日
々
で
し
た
。 

 

蔵
元
設
備
や
酒
造
米
生
産
へ
の
影
響

は
如
何
程
な
の
か
、
心
配
が
続
き
ま
す
。 

 
 

 

か
す
が
会
副
会
長 

加
藤 

洋
一 

昭和 57年 6月「松戸・本土寺にて」 

左より森口会長、小泉先生、中村社長 

（役職は当時） 

古式包丁式（昭和 63 年） 


